高専研究シーズ社会実装・創業推進事業「KOSEN-BOOST」応募様式

1. 基本情報
	プロジェクト名
	

	代表応募者
	氏名
	

	
	所属機関・役職
	

	連絡先
	Email
	

	
	電話番号
	

	所属高専との調整状況
	□ 了承済み　□ 手続き中　□ 未着手（採択後に手続き）


2. プロジェクトの概要
本プロジェクトが目指す社会実装やスタートアップ創業の全体像を、専門外の審査員にも伝わるよう300字程度で分かりやすく記載してください。
	


3. 解決したい社会課題とターゲット市場
本事業を通じて解決したい課題と、そのソリューションが求められる市場・顧客について記載してください。
(1) 解決したい課題 ― 現状の社会や産業におけるどのような課題を解決しようとしているか
	


(2) 想定する顧客（ターゲット）と市場性 ― 誰がこの技術・サービスにお金を払うか、あるいは必要としているか
	


4. 活用する研究シーズと独自性
ベースとなる高専での研究内容と、競合技術に対する優位性について記載してください。
(1) 研究シーズ・コア技術の概要 ― 事業の核となる技術やアイデアの仕組みを簡潔に記載
	


(2) 独自性と優位性（競合との違い） ― 既存の技術や製品・サービスと比較して、何が優れているのか（コスト、性能、新規性など）
	


5. チーム体制と熱意
本プロジェクトを推進するチーム体制と、代表者の社会実装・創業に向けた思いを記載してください。
(1) 実施体制（チームメンバー） ― 代表者を含め、学生、共同研究者、外部人材などがいる場合は役割を記載してください。
	氏名
	所属・役職等
	役割

	
	
	

	
	
	

	
	
	


(2) 創業・社会実装への熱意（動機） ― なぜご自身（達）がこのプロジェクトをやるべきなのか、プロジェクトに向けた思いなどを自由に記載してください
	


6. 本事業での計画と資金使途
2026年12月頃〜2027年10月頃（約11か月間）の本プログラム期間中における目標と、開発支援金等の活用イメージを記載してください。
(1) 本事業期間中の到達目標 ― プログラム終了時（2027年10月頃）に、どこまでの状態を目指すか
例：プロトタイプの完成、テスト顧客〇社での実証実験完了、法人登記の完了 など
	


(2) 創業の予定
	法人設立の予定時期
	

	本店（または支店）の所在地予定
	□ 東京都内（本店）　□ 東京都内（支店）　□ 未定（都内で検討）

	想定する経営体制
	


(3) 開発支援金の想定使途 ― ざっくりとした内訳と使途のイメージを記載してください（厳密な見積書は不要です）。開発支援金の上限は100万円です。
	費目
	金額（万円）
	備考

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計
	
	―


(4) 他の研究費や支援金 ― 申請中や見込みも含めて、ある方は記載してください
	名称
	支給元
	金額
	進捗

	
	
	
	

	
	
	
	


(5) KOSEN-BOOSTに期待する支援 ― 資金面以外で、メンタリングやマッチングにおいて特に支援してほしいこと（例：〇〇業界の企業とのマッチング、ビジネスモデル構築のアドバイス、知財戦略の壁打ち等）があれば記載してください
	


(6) プロジェクトにおける課題 ― 資金・人材面などで課題に感じていることがあれば自由に記載してください。採択後の支援時には参考にさせていただきます。
	


7. 同意事項
□ 募集要項の「9. 採択者にお願いすること」「10. 情報の取扱い」に同意します。
以上
※記入上の注意：
・図表や写真等を適宜貼り付けていただいて構いません。
・枠のサイズは自由に拡大・縮小し、記入してください。
・分量は全体でA4サイズ2〜4枚程度を目安とし、詳細なデータや補足は任意添付資料をご活用ください。
・募集要項に記入例を記載しておりますので、参考にしてください。


高専研究シーズ社会実装・創業推進事業「KOSEN-BOOST」応募様式（記入例）

1. 基本情報
	プロジェクト名
	超小型圧電センサーを用いた心不全増悪早期検知デバイスおよび遠隔モニタリングシステムの開発

	代表応募者
	氏名
	高専 太郎

	
	所属機関・役職
	XX工業高等専門学校 電子制御工学科 准教授

	連絡先
	Email
	taro@xxx.kosen.ac.jp

	
	電話番号
	080-0000-0000

	所属高専との調整状況
	手続き中（学科長に相談済み。採択後に兼業届を提出予定）


2. プロジェクトの概要
本プロジェクトが目指す社会実装やスタートアップ創業の全体像を、専門外の審査員にも伝わるよう300字程度で分かりやすく記載してください。
	本プロジェクトは、当研究室で開発した超高感度・超小型圧電膜センサー技術を活用し、自宅で装着するだけで心音および微小な生体振動を常時計測し、心不全の増悪（重症化）サインを事前検知するウェアラブルデバイスおよび解析システムを開発するものである。心不全患者の再入院を防ぎ、医療費抑制と患者のQOL向上に貢献することを目的とし、プログラム期間中にPOC（概念実証）プロトタイプを完成させ、東京都内に本店を置くスタートアップ企業の設立を目指す。


3. 解決したい社会課題とターゲット市場
本事業を通じて解決したい課題と、そのソリューションが求められる市場・顧客について記載してください。
(1) 解決したい課題 ― 現状の社会や産業におけるどのような課題を解決しようとしているか
	心不全は国内患者数が120万人を超え、退院後1年以内の再入院率が約30%と非常に高いことが深刻な社会課題となっている。従来の体重・血圧管理だけでは増悪の兆候（肺うっ血や心音変化）を早期に捉えきれず、発見が遅れて緊急入院・重症化に至るケースが多い。早期兆候を日常的に非侵襲かつ正確に捉える手段の確立が強く求められている。


(2) 想定する顧客（ターゲット）と市場性 ― 誰がこの技術・サービスにお金を払うか、あるいは必要としているか
	直接の顧客（マネタイズ対象）：在宅医療に注力する循環器クリニック、訪問看護ステーション、心臓リハビリテーションを提供する医療機関。
エンドユーザー：慢性心不全の退院後患者、および心血管疾患のハイリスク高齢者。
市場性：国内の遠隔医療・在宅モニタリング市場は急速に拡大しており、心不全関連の医療費抑制ニーズ（年間数千億円規模の医療費削減インパクト）は極めて大きい。


4. 活用する研究シーズと独自性
ベースとなる高専での研究内容と、競合技術に対する優位性について記載してください。
(1) 研究シーズ・コア技術の概要 ― 事業の核となる技術やアイデアの仕組みを簡潔に記載
	高専で長年研究してきた「柔軟・高耐熱PVDF圧電フィルムの成形技術」および「高精度ノイズキャンセル信号処理アルゴリズム」をコア技術とする。衣服の上からでも微小な心音・心不全特有のⅢ音/Ⅳ音（過剰心音）を高S/N比で連続取得できる超小型胸部装着型センサーアレイを構築している。


(2) 独自性と優位性（競合との違い） ― 既存の技術や製品・サービスと比較して、何が優れているのか（コスト、性能、新規性など）
	圧倒的なS/N比と検出力：既存のスマートウォッチや家庭用血圧計では不可能な「心音の音響的微小変化（心不全増悪の初期徴候）」を非侵襲かつ自動で定量化できる。
日常負担ゼロの着脱設計：従来の多極心電図パッチと異なり、皮膚への刺激が少なく、連続使用が容易な構造を実現（特許出願を検討中）。


5. チーム体制と熱意
本プロジェクトを推進するチーム体制と、代表者の社会実装・創業に向けた思いを記載してください。
(1) 実施体制（チームメンバー） ― 代表者を含め、学生、共同研究者、外部人材などがいる場合は役割を記載してください。
	氏名
	所属・役職等
	役割

	高専 太郎
	XX高専 電子制御工学科 准教授
	プロジェクト統括、生体センサーハードウェア開発

	技術 次郎
	OX高専 情報工学科 教授
	信号処理アルゴリズム実装およびデータ解析担当

	社会 三郎
	OO大学 電気電子工学科 修士2年（技術 次郎 教授の研究室OB）
	研究サポート、筐体設計

	理科 四郎
	株式会社OO 技術推進課 主任
	ビジネスモデル検証、事業化


(2) 創業・社会実装への熱意（動機） ― なぜご自身（達）がこのプロジェクトをやるべきなのか、プロジェクトに向けた思いなどを自由に記載してください
	長年高専で培ってきた精密計測・電子回路技術を「一人の命を救う医療機器」として社会に還元したいという強い思いがある。研究室で生まれた技術を論文発表にとどめず、自ら起業し、世界中の心臓病患者とご家族に安心を届けたい。


6. 本事業での計画と資金使途
2026年12月頃〜2027年10月頃（約11か月間）の本プログラム期間中における目標と、開発支援金等の活用イメージを記載してください。
(1) 本事業期間中の到達目標 ― プログラム終了時（2027年10月頃）に、どこまでの状態を目指すか
例：プロトタイプの完成、テスト顧客〇社での実証実験完了、法人登記の完了 など
	2027年3月：自宅で装着可能な臨床検証用プロトタイプデバイス（第2世代）の完成。
2027年7月：協力医療機関（都内循環器クリニック）における模擬患者データを活用した計測精度実証。
2027年10月：東京都内に本店を置く法人の設立完了。


(2) 創業の予定
	法人設立の予定時期
	2027年10月

	本店（または支店）の所在地予定
	東京都内（本店）

	想定する経営体制
	本プログラムでマッチングした経営人材がCEO、高専 太郎がCTOを担う想定


(3) 開発支援金の想定使途 ― ざっくりとした内訳と使途のイメージを記載してください（厳密な見積書は不要です）。開発支援金の上限は100万円です。
	費目
	金額（万円）
	備考

	回路基板・センサーケース試作費
	50
	

	ノイズ解析用アルゴリズム開発環境・クラウド構築費
	30
	

	協力医療機関・専門家（薬事アドバイザー等）へのヒアリング謝金・旅費
	20
	

	合計
	100
	―


(4) 他の研究費や支援金 ― 申請中や見込みも含めて、ある方は記載してください
	名称
	支給元
	金額
	進捗

	研究応援資金
	XX高専技術協力会
	10万円
	給付済

	XX市ベンチャー補助金
	XX市役所
	50万円
	申請中

	若手奨励応援資金
	公益財団法人XX財団
	100万円
	申請中


(5) KOSEN-BOOSTに期待する支援 ― 資金面以外で、メンタリングやマッチングにおいて特に支援してほしいこと（例：〇〇業界の企業とのマッチング、ビジネスモデル構築のアドバイス、知財戦略の壁打ち等）があれば記載してください
	医療・ヘルスケア分野に強い経営人材（CEO/COO候補）とのマッチング
公認会計士・弁護士による、都内創業・知財ライセンス契約のアドバイス
ベンチャーキャピタル（資金提供者）とのネットワーク構築支援


(6) プロジェクトにおける課題 ― 資金・人材面などで課題に感じていることがあれば自由に記載してください。採択後の支援時には参考にさせていただきます。
	研究開発やハードウェア試作は研究室主導で推進可能ですが、将来的な医療機器認証（薬事申請）を見据えた開発ロードマップの策定や、事業化を加速させる経営人材（CEO/COO候補）の獲得が最大の課題です。高専教員としての研究業務と並行してビジネス展開を強力に牽引できる、医療・ヘルスケア分野に知見のある事業パートナーとのマッチングを希望しています。


7. 同意事項
☑ 募集要項の「9. 採択者にお願いすること」「10. 情報の取扱い」に同意します。
以上
※記入上の注意：
・図表や写真等を適宜貼り付けていただいて構いません。
・枠のサイズは自由に拡大・縮小し、記入してください。
・分量は全体でA4サイズ2〜4枚程度を目安とし、詳細なデータや補足は任意添付資料をご活用ください。
・募集要項に記入例を記載しておりますので、参考にしてください。
1
